
41 2,580 △439

差引一般財源 2,793 2,142 213 1,929

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 4. 地域子育て支援事業

3. 児童福祉費

6. 児童センター費 子育て支援課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 補助 2,793 2,793 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

国庫支出金

2,793 5,586 2,793 2,793

2,141 4,283 2,141 2,142

保育園や公民館において親子交流の場を設け、地域の子 　 地域の親子が気軽に集え、交流・相談できる場の提供に

育て支援の拠点として活動し、子育ての環境を整備する。 ・子育て親子の交流の場の提供と促進 より育児不安・孤立感が軽減され、乳幼児の健全育成を図ることができ

・子育てに関する相談と援助 る。

・地域の子育て関連情報の提供

・子育て及び子育て支援に関する講習会の実施、地域に出向いた地域支

援活動

すべての公立保育園で実施し、各地域の子育て支 佐倉保育園で実施していたが、馬渡保育園で２４ ２園での実施となるため、臨時ほ保育士の増加、

援の拠点となることが望ましいが、待機児童解消を優先しており、拠点 年度実施予定。２園での実施となる。 保育士補佐員賃金、講師謝礼、事業用消耗品費、図書購入費等すべてが

事業のための場所の確保・人員の確保が困難なため、実施園をふやすこ 増額となった。

とが難しい。

07 4,058 2,673 1,385

08 80 40 40

11 85 50 35

18 60 30 30

14 02 01 02 01 00 子育て支援交付金 2,793 2,1


